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	HUGC newsletter
	緑風会会報
	2026年5月号
	所さんのコンサート　
	月11日、所さんに招待していただき、岐阜県垂井町の「半兵衛ガーデン」で開催された『絵本作家 市川里美さんデビュー50周年記念交流会＆ミニコンサート』に参加してきました。 私にとって初めての訪問となった半兵衛ガーデンは、敷地の中央を流れる川の音が心地よく、一歩足を踏み入れた瞬間に心が落ち着くような、とても素敵な空間でした。 第一部では、市川さんの歩んできた半生や絵本づくりにまつわる貴重なお話を伺いました。続く第二部のミニコンサートでは、絵本のストーリーに合わせて選曲された音楽が奏でられ、会場の大きな窓から見える柳が春風に揺れる様子と相まって、まさに春にぴったりの美しいひとときでした。 プログラムの最後には、所さんが作詞された詩の朗読、そして歌声を拝聴しました。その深みのある歌声はとても印象的で、心に響きました。素晴らしい作品の世界に触れ、穏やかで充実した一日を過ごすことができました。
	文責　山田夏③


	　岡田会　
	月18日から2日間にわたり、OBの岡田様にお招きいただき、岡田会を開催していただきました。今回は、3年の野寄、水野、そして2年の山内の3名が参加させていただきました。特に、私と山内にとっては今回が初めての参加となりましたが、スイングやスコアメイクについて多くのことをご指導いただき、大変学びの多い2日間となりました。中でも、岡田様から教えていただいたフェースターンを意識したアプローチは大変参考になりました。 　初日は、計測器を用いたショット練習や芝からのアプローチ練習を行いました。目の前に雄大な富士山を望む素晴らしい環境の中での練習は非常に開放的で、充実した時間を過ごすことができました。2日目は、富士レイクサイドカントリー倶楽部 にてラウンドをさせていただきました。桜が舞う美しい景色の中、この季節ならではの富士山と桜が織りなす絶景を眺めながらプレーすることができ、大変貴重な経験となりました。 　このような貴重な機会を設けてくださった岡田様に、心より感謝申し上げます。今回学ばせていただいたことを今後の練習や試合に活かし、さらなる成長につなげてまいります。今後ともご指導のほど、よろしくお願いいたします。 文責　水野③

	　青梅体験会　
	　月18日に青梅リバーサイドパークにて青梅体験会を行いました。新入生としっかり交流できてとても有意義な時間になりました。最初は緊張していた子も多かったですが、一緒に打ったり話したりする中で笑顔も増えていき、ゴルフの楽しさを少しでも伝えられたと思います。 自分自身も初心を思い出す良い機会になりましたし、改めてこの部活の雰囲気の良さを実感しました。今後も新入生が安心して参加できる環境づくりを意識していきたいです。 文責　岡田③

	　男子レギュラー合宿　今井
	月22日より3日間、セブンハンドレッドクラブにてレギュラー選抜合宿を開催いたしました。2日間の合計スコアに基づき、リーグ戦を戦い抜く8名を選出しました。 　実戦さながらの緊張感の中でラウンドした結果、全体のスコアは前回を大きく上回り、個々の成長を実感する機会となりました。一方で、目標とするリーグ昇格への壁は依然として高く、さらなる精進の必要性も痛感しております。 　惜しくも選外となった仲間の想いを胸に、合宿で得た収穫と課題を糧として、部員一丸となり悲願の昇格を掴み取る所存です。今後とも一橋大学ゴルフ部への変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
	文責　今井③

	４月月例　
	月27日、茨城県にある潮来カントリー俱楽部にて月例ラウンドを行って参りました。前日、天気予報で大変な豪雨になると耳にし、不安を抱えながらラウンドへ向かいましたが、やはり午前中は天候が厳しく、逆境の中でのゴルフとなりました。 　しかし、午後になると様相は一変し、雲ひとつない晴天となりました。雨上がりならではの水たまりのあるバンカーや、ぬかるんだ林など、予想外の難所に苦戦した部員が多かったものの、このようなトラブルを経験できたことは、今後のマネジメントにおいて非常に有意義な実践練習となりました。今後も引き続き研鑽を積んでまいります。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　佐野②

	編集後記
	　吹き抜ける風に若葉の香りが混じり、練習場の木々もすっかり青々と色づく季節となりました。OB・OGの皆様におかれましては、爽やかな初夏の日々をお健やかにお過ごしのことと拝察いたします。 　桜の花が散る頃、ゴルフ部にもまた、初々しい新入部員たちが仲間に加わってくれました。今年度はなんと男子17名、女子11名、総勢28名というたいへん賑やかな顔ぶれが揃い、練習場はかつてないほどの活気に包まれております。緊張した面持ちでクラブを握る姿、先輩の一言ひとことに真剣に耳を傾けるまなざし、そして上手くいったときに見せるあの嬉しそうな笑顔、その一つひとつに、私たち自身もかつての自分を重ね、胸を温かくしております。 　なお、こうした賑やかな顔ぶれをご紹介する場として、緑風会主催の新入生歓迎会も予定されております。詳細は別途ご案内の通りでございますが、皆様にお目にかかれますことを、部員一同心より楽しみにしております。 　また、来たる5月22日・23日には、女子部員によるリーグ戦が控えております。新体制となって最初の戦いの場であり、選手一同、これまでの練習の成果を存分に発揮すべく、日々の鍛錬に一層熱を入れて臨んでおります。試合の結果につきましては、追ってご報告申し上げますので、どうか温かく見守っていただけますと幸いでございます。 　こうして新しい仲間を迎え、また新たな一歩を踏み出せるのも、OB・OGの皆様が長きにわたりこの部を支え、温かく見守り続けてくださったからこそと、改めて深く感謝申し上げます。木々の緑がまぶしい季節となりましたが、寒暖差もまだ残る頃合いでございます。皆様におかれましては、何卒ご自愛のうえお過ごしください。今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 　　　広報担当：4年田中雄也 3年松本明香凜・山田夏歌・山田成彰 2年増田葉夏・高野絵里・山浦輝貴　


